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極秘 S

特定関係者限り

海外CVS事業戦略
1. 北米CVS事業
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北米CVS事業中期目標

店 舗 ネ ッ ト ワ ー ク 活 用 に よ る 北 米 事 業 の 成 長

2025年度目標

S E I 店 舗 数 15,000店超

フ レ ッ シ ュ ・ フ ー ド 強 化 FF売上構成比20％超

D X 活 用 ・ デ リ バ リ ー ( 7 N O W ) 拡 充
6,500店舗

デリバリー売上構成比3％
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北米CVS事業の更なる成長 (食品による成長)

一貫した顧客体験の提供 新しい飲食体験の提案 品揃えの最適化

デジタル戦略の推進 店舗の近代化・店舗網の拡大 ESGの推進

 シックス・ポイント・プラン2021
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食品売上額 非食品売上額 平均日販(右軸)
(百万㌦) (ドル)

（年度）

食 品 売 上 上 昇

平 均 日 販 の 増 加

 食品売上と平均日販推移
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食品中心の成長 (食品強化の取組み)

 わらべやテキサスとの取組み

2020年度～

そ の 他 の デ イ リ ー メ ー カ ー で 実 践

ニ ュ ー ヨ ー ク 、 ロ サ ン ゼ ル ス に 展 開

 チームMDの展開拡大

テキサスエリア 対 全店

平 均 日 販 $5,394 +$290

平均日販伸び率 +1.9％ +1.3pt.

食品売上構成比 61.5％ +1.3pt.

テキサスエリアの実績(2020年度)

2017年～

展開地域 ダラス近郊約650店舗
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食品中心の成長 (食品強化の取組み拡大)

 わらべやテキサスとの取組み拡大に向けて以下を検討中

フレッシュ・フード工場併設型共配センターPJ

地 域 バージニア州 スタフォード

店 舗 数 約1,300店舗（テキサス工場の約2倍）

Speedway取得により店舗密度が高まる

更に高度なバリューチェーン構築が可能に

サプライチェーン
マネジメント

物流センター運営 カミサリー運営

サプライチェーンの最適化

F F 売 上 金 額 が 高 い 東 海 岸 か ら 拡 大
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会員数
(百万人)
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北米CVS事業の更なる成長 (DXの推進)

 デリバリーサービス(7NOW)
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7NOW売上推移
(百万ﾄﾞﾙ)

デ リ バ リ ー ニ ー ズ へ の 対 応 強 化

取 扱 い 店 舗 増 加 アクセスプラットフォーム充実

0.7 

3.0 

2020年 2025年

売上構成比
(%)

取扱い店舗数

2021年4月 約3,890店舗

2025年度 約6,500店舗

 7Rewards

新 た な サ ー ビ ス 拡 充

体 験 価 値 利 便 性 顧 客 接 点

デジタルウォレット 約7,750店

モバイルチェックアウト 約400店

ガソリンロイヤリティプログラム 約1,850店
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43
55

2020年2018年 2025年

取扱い店舗数*

2020年 2021年

9.5X

配達時間 件数/日/店 客単価

～31分
(業界最速クラス)

14.6件
(20年1月度の約3.5倍)

$14.50
(店頭の約1.7倍)

＊2021年4月現在

(年度)

(年度)
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北米CVS事業の更なる成長 (高質店舗展開・EV対応)

 EV充電設備の設置拡大

設置目標を前倒し

時 期 台 数

2027年度
↓

2022年度(5年前倒し)

250店舗
↓

250店舗 500台以上

EV充電設備拡大エリア

 高質店舗の取組み拡大

米国政府と連携し、EV充電設備の設置を推進

カ ウ ン タ ー 飲 料 コールドプレスジュース 等

S p e e d w a y 店舗含め

既 存 店 ・ 新 店 に 展 開

ア ル コ ー ル 飲 料 クラフトビール、ワインセラー

イ ン ス ト ア ベ ー カ リ ー クロワッサン、クッキー

レ ス ト ラ ン 併 設 ラレド・タコ
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 営業CF構成比(金融除く)

グ ル ー プ 営 業 C F の

約 5 0 % を 目 指 す

持 続 的 成 長 の

メ イ ン ド ラ イ バ ー へ

北米CVS事業の更なる成長

18

高 質 店 舗 の 拡 大 商 品 開 発 の 高 度 化 新 た な 顧 客 体 験 提 供

サ プ ラ イ チ ェ ー ン 強 靭 化 に よ る 北 米 C V S 事 業 の 成 長

2019年度

＊SEI以外海外含む

2025年度

国内
＊30.8％

69.2％
SEI 国内*

SEI
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極秘 S

特定関係者限り

海外CVS事業戦略
2. グローバル戦略
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中期グローバル戦略マップ

日 米 連 携 に よ る 7 - E l e v e n グ ロ ー バ ル ブ ラ ン ド 価 値 向 上

世界に質の高い店舗を5万店 (20年度 3.9万店)*

1) 既存国との連携強化

• ライセンシー連携強化プログラム

• 国(地域)ごとの戦略企画

• ESG

• 共同調達、共同商品開発

• ITデジタルソリューション

• 包括的バリューチェーン支援策

• 新エリア進出

• 戦略的JV・M&Aも

2) 新地域への出店促進 3) グローバル連携拡大

ゴール
(2025年度)

戦 略

施 策

有能なメンバーを採用・育成し“真のワン・チーム”として戦略を遂行アプローチ

＊日本、北米除く
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既存国との連携強化

 世界の国(地域)別平均日販(2020年度)

SEJ・SEIの強みを活かした連携強化プログラム

地域ごとの戦略企画

共 同 調 達 ・ 商 品 開 発 I Tデジタルソリューション

世 界 に 質 の 高 い 店 舗 を 展 開

バ リ ュ ー チ ェ ー ン 構 築

日 販 向 上 ク オ リ テ ィ 評 価
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(2020年12月末現在)(出所:各社HP)

店舗数は世界最多も、出店地域数は16に限られ、グローバル展開による成長機会世界のセブンｰイレブン

グローバル展開の他社比較

店舗数 出店地域数

セブン‐イレブン 約72,000 16

McDonald's 約38,000 約100

SUBWAY 約35,000 104

Starbucks Coffee 約32,000 83

4

12

運営形態
(国・地域数)

エリアライセンシー

連結子会社
関連会社

新地域への出店促進
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SEI

7-Eleven グローバルブランド価値向上を目指す

 目指す姿

両社が協力しあえる運営体制構築
(2021年度)

SEJ

・ バリューチェーン

・ ネットワーク

・ 商品開発力

強み

・ 商標・ブランド管理

・ 契約管理

・ デジタル技術の活用

強み

7&i HLDGS.

エリアライセンシーとの連携 人財交流 SDGｓ IT・デジタル
共同調達

共同商品開発

グローバル連携拡大


